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●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

製
材
か
ら
林
業
と
木
材
利
用
を
知
る…

岐
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野 

安
里

【体験４、５】

【体験３】

【体験１、２】

心
部
か
ら
は
心
持
ち
の
柱
や
梁
を
、
周
辺
部

か
ら
は
板
を
木
取
る
ほ
う
が
よ
い
・
・
・
と

な
る
と
柱
や
梁
の「
材
面
割
れ
」を
ど
う
す
る

か
。
背
割
り
や
高
温
セ
ッ
ト
法（
ド
ラ
イ
ン

グ
セ
ッ
ト
）の
話
へ
発
展
し
ま
す
。
板
は
ほ

と
ん
ど
無
節
で
、
内
装
材
や
集
成
材
へ
使
い

ま
す
。
二
番
玉
に
な
る
と
、
節
は
増
え
ま
す

が
、
反
り
が
少
な
い
こ
と
も
体
験
し
ま
す
。

●
教
材
と
し
て
の
製
材
機

本
学
の
製
材
機
は
レ
ト
ロ
で
す
。
寸
法
は

デ
ジ
タ
ル
表
示
で
す
が
、
材
を
転
が
し
な
が

ら
の
一
面
ず
つ
の
製
材
作
業
で
す
。
こ
の
最

小
限
の
機
能
が
、
教
育
に
は
ち
ょ
う
ど
よ
い
。

本
学
は
ド
イ
ツ
の
ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル
グ
林
業
大

学
と
連
携
し
て
い
ま
す
。
先
方
の
デ
デ
リ
ッ

ヒ
先
生
が
製
材
の
授
業
を
見
学
さ
れ
、「
我
々

の
学
校
に
も
製
材
機
が
必
要
だ
」と
言
わ
れ

ま
し
た
。
教
育
的
効
果
を
見
抜
か
れ
た
の
で

し
ょ
う
。

製
材
は
、
林
業
、
木
材
利
用
の
教
育
の
上

で
重
要
な
位
置
づ
け
に
あ
り
ま
す
。
育
て
る
、

伐
出
す
る
、
使
う
、
を
リ
ン
ク
し
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
派
生
す
る
社
会

問
題
や
技
術
的
課
題
の
解
決
に
ま
で
発
展
し

た
学
び
が
で
き
ま
す
。

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
現
地
現
物
主

義
の
教
育
に
こ
だ
わ
り
ま
す
。

●
川
上
か
ら
川
下
ま
で

本
学
の
敷
地
内
に
は
、
演
習
林
と
製
材
機
、

人
工
乾
燥
機
が
あ
り
ま
す
。
林
業
専
攻
の
学

生
は
実
習
で
演
習
林
の
木
を
伐
採
し
ま
す
。

そ
の
木
材
を
製
材
・
乾
燥
し
て
、
建
築
専
攻

の
学
生
は
実
習
で
小
さ
な
木
造
の
建
築
を
行

い
ま
す
。
製
材
の
背
板
は
、
森
林
環
境
教
育

の
場
で
工
作
や
薪
に
使
い
ま
す
。
小
さ
い
な

が
ら
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
縮
図
が
あ
り
、

「
地
産
地
消
」を
実
現
し
て
い
ま
す
。

 

【
体
験
１
】挽
い
て
み
る

素
材
が
製
材
品
に
な
る
瞬
間
に
、
学
生
は

興
味
を
示
し
ま
す
。
外
観
か
ら
は
想
像
で
き

な
い
世
界
が
あ
り
ま
す
。
新
鮮
な
木
肌
、
木

の
香
り
、
鮮
や
か
な
心
材
、
生
節
、
死
節
、

あ
て
、
も
め
、
腐
朽
や
変
色
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
樹
皮
下
や
木
部
の
穿
孔
内
に
、
カ
ミ
キ

リ
ム
シ
や
ゾ
ウ
ム
シ
の
幼
虫
が
棲
息
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
体
験
２
】施
業
履
歴
が
見
え
る

丸
太
を
髄（
心
）で
挽
き
割
る
と
、
成
長
の

軌
跡
が
見
え
ま
す
。
ま
っ
す
ぐ
で
は
な
く
、

ヒ
ョ
ロ
ヒ
ョ
ロ
と
成
長
し
て
い
る
こ
と
、
間

伐
に
よ
る
年
輪
幅
の
変
化
、
枝
打
ち
の
優
劣
、

枝
打
ち
か
ら「
無
節
」に
な
る
ま
で
の
年
数
、

も
見
え
ま
す
。

【
体
験
３
】帯
鋸
の
不
良
も
教
材
に
な
る

刃
先
の
ス
テ
ラ
イ
ト（
耐
摩
耗
・
耐
高
温

の
合
金
）の
部
分
が
数
個
欠
け
て
い
る
だ
け

で
、
挽
き
肌
は
荒
れ
て「
洗
濯
板
状
」に
な
り

ま
す
。　

切
り
屑
が
う
ま
く
排
出
で
き
な
い
と
切
削

効
率
が
下
が
る
の
は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
と
同

じ
で
あ
り
、
学
生
も
実
感
し
や
す
い
よ
う
で

す
。【体

験
４
】曲
が
り
材
は
嫌
わ
れ
る

丸
太
を
送
材
車
に
の
せ
る
と
、
立
木
や
、

造
材
の
時
よ
り
も
、
曲
が
り
が
よ
く
わ
か
り

ま
す
。「
素
材
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
」の
曲
が
り
の
定
義

は
、「
直
径
に
対
す
る
内
曲
面
の
最
大
矢
高
の

割
合
」で
す
。「
い
く
ら
の
大
き
さ
の
角
材
が

と
れ
る
か
」と
い
う
視
点
で
す
。
曲
が
り
材

を
挽
い
て
、
歩
留
ま
り
の
悪
さ
や
、
目
切
れ

を
体
験
し
ま
す
。
曲
が
り
材
を
梁
に
使
う
例

に
も
触
れ
ま
す
。

【
体
験
５
】大
径
材
の
実
態
を
知
る

最
近
は
、
大
径
材
も
伐
出
さ
れ
ま
す
。
元

玉
か
ら
は
、
梁
桁
材
の
二
丁
取
り
や
柱
材
の

四
丁
取
り
も
、
心
去
り
で
可
能
で
す
。
と
こ

ろ
が
、
風
な
ど
の
外
力
を
受
け
て
育
っ
た
丸

太
は
、
髄（
心
）を
中
心
に
挽
き
割
る
と
、
左

右
に
開
い
て
大
き
く
反
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
修
正
挽
き
す
る
と
更
に
反
り
、
大
き
な

目
切
れ
も
生
じ
て
使
え
ま
せ
ん
。
元
玉
の
中
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